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　口頭，電話，文書を問わず，仏教の経

典についての問い合せが最近多くなって

いる。特に，文書による仏典についての

質問は解答作成に多くの時間を要する。

例えば，『般若経』内のある一章節の所収

部分を問われた場合は煩雑な検索を覚悟

しなければならない。そこで，まず最初

に問い合せの文を熟読含味して，その熟

語と要旨から，経典類の索引類を検：索し，

『大般若波羅蜜多経』（600巻）の分別品中

の一節であろうという見当をつける。そ

して，『木正新選大蔵経』第5～6巻の分

別品の項の一字一句を照合する作業を開

始する。その場合，問い合せ文申の字画

の少ない漢字：一，二，三，……あるい

は一切とか，不二とかいう文字に注目し，

その分別品の中め漢字を一瞥する。即ち，

漢文中の余白の部分がよく目文つからで

ある。すると，類似した意味の漢字が列

んでいることに気付く場合がある。しか

し，少し違う。今まで検索していた『大

般若経』は玄　訳のものであった。一般

に『般若経』といわれる経典には主なも

のに∫金剛般若波羅蜜経』があり，同経

一典は上記『大般若経』の要点を記したも

のといわれている。そして，また，その

要旨をまとめた経典が『早早般若波羅蜜

多心経』であるといわれる。俗構『般若

心経』は告別式，法事等で読講ずるのでi

問い合せ文ではないことが判り，従って，

r金剛般若経』の一節ではないかという見

当をつけて，今度は『大正蔵』第8巻の

同経の分別の項を検索する。検索の仕方

は上記，字画の少ない漢字の方法である。

ここでも問い合せの経典文に類似した文

に出合うが，少々違うようである。今，

漠然と検索したものは鳩摩羅国訳であ

る。一般に経典の翻訳ものは彼の訳から

という習慣があるためと，彼の漢訳が優

れている点にある。彼は古代インド人で

あるため，原典のサンスクリットに堪能

なのはもちろんのこと，漢字にもかなり

堪能であったと認められているゐ・らであ

る。次に，菩提流支訳の向経典の分別の

項を検索する作業を始める。しかし，こ

こでも類似の文は認められるが，完全に

は一一Skしない。続いて，眞諦訳の同経典

を検索し，問い合せの文と一致したので，

ある。乱視になったのではないかと思わ

れるほど，大蔵経の漢字を見ての解答は

次のような簡単なものである。

　お問い合せの経典文は眞旧訳の『金剛

般若波羅蜜緯』の中に収められていて，

『大正新脩大蔵経』第8巻，763頁下段に

掲載されています。’

　以上のような悪戦苦斗の末，解答はで

きた。’しかし，ここでの問題は質問の仕

方が珈か曖昧で，核心に触れていない点

にある。’もし，1これが口頭であるなら，

質問者の求めている細部までつきつめ

て，案内や解答をするところである炉，

文書ではそれは不可能である。つまり，

質問者は『般若経』として質問し，正確

な『金剛般若経』と唱っていない点にあ

る。一般に，こうした質問が多い点は解

答者泣かせというものである。何故なら，

概して『般若経』といわれる経典は『大

正新脩大蔵経』，『続大蔵経』の中に約30

．典あり，それらの義疏，略号，注解を数

えたなら，恐らく100点以上はあるに違い

ないからである。

　　　　　　　　　（参考課　長嶋孝行）
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